
 

石垣市特定臨時避難施設基本設計業務委託 

公募型プロポーザルに関する質問への回答 

 

  質 問 内 容 回     答 

1 プロポーザル

実施要領 

Ｐ１ 

１目的 

今回は平時は地下駐車場で、武力

攻撃に対する特定臨時避難施設で

すが、その他の災害時（台風、地震、

洪水など）にも利用を考えておられる

でしょうか。 

災害の状況によっては利用する可能

性もあり得ますが、災害時に常時利用

することは想定していません。 

２ プロポーザル

実施要領 

Ｐ３ 

９提案書等の

提出 

提出方法について、電子データ提出

に加えて持参及び郵送による提出

（10部）が必要という理解でよろしい

でしょうか。 

ご認識のとおりです。 

３ プロポーザル

実施要領 

Ｐ３ 

９提案書等の

提出 

提案書表紙（様式５）への押印は不

要と考えてよろしいでしょうか。 

ご認識のとおりです。 

４ プロポーザル

実施要領 

Ｐ４ 

１０提案書の

内容 

提案書に事業者が特定できるような

表現は可能ですか。 

協力業者の石垣市内設計事務所名

やシェルター専門業者の具体的な業

者名の記載は可能ですか。 

１０提案書の内容の要件を満たしてい

れば、制限はありません。 

５ プロポーザル

実施要領 

Ｐ４ 

１０提案書の

内容 

ニュース等では収容人員５００人との

記載もありますが、実施要領等に収

容人数の条件・記載が見当たりませ

ん。収容人数は５００人と考えて宜し

いですか。 

５００人程度が収容できる施設を想定

しています。 

６ プロポーザル

実施要領 

Ｐ４ 

１０提案書の

内容 

駐車場の設置台数について、実施要

領等に条件の記載が見当たりませ

ん。必要台数の台数条件は無いと考

えてよろしいですか。 

駐車台数の条件は設けていません。 



 

７ プロポーザル

実施要領 

Ｐ４ 

１０提案書の

内容 

提案書に載せるパース等は手書き風

に限定されますか。 

１０提案書の内容の要件を満たしてい

れば、制限はありません。 

８ プロポーザル

実施要領 

Ｐ４ 

１２審査方法

等 

プレゼンテーション時にパワーポイント

を使用することは可能ですか。 

プロジェクター及びスクリーン、ＨＤＭＩケ

ーブルは本市にて準備しますので、Ｐ

Ｃ等を使用してプレゼンテーションを行

うことは可能です。（なお、念のため、

接続ケーブル等は、各自にてご用意さ

れることをお勧めします） 

９ 特記仕様書 

Ｐ１ 

２（３）施設用

途 

（3）施設用途 第１号 第２類は、平

時/地下駐車場の用途と認識します

が、武力攻撃予測事態等/特定臨

時避難施設の用途について人工算

定においては追加業務として計上し

て宜しいですか。 

ご認識のとおり、追加業務として計上し

て構いません。 

１０ 特記仕様書 

Ｐ１ 

２（３）施設用

途 

平時/地下駐車場の車両は、一般的

な普通車程度と考えてよいでしょう

か。 

駐車車両は、一般的な乗用車を想定

しています。 

１１ 特記仕様書 

Ｐ１ 

５（２）施設の

条件 

イ主要構造及び階数に地上０階とあ

りますが、昇降機塔や階段、給排気

塔などの類は、階に入らないものとし

てよろしいでしょうか。 

今後の業務において検討し、必要であ

れば設けることとします。 

１２ 特記仕様書 

Ｐ２ 

５（４）その他 

今回施設の下水、雑排水の平時の

処理方法は公共下水道へ放流可と

考えてよいでしょうか。 

公共下水道への放流を想定していま

す。 

１３ 特記仕様書 

Ｐ２ 

５（４）その他 

市役所新庁舎の地下との“連結”に

ついての提案は、今回敷地内に限定

するものですか、市役所敷地内まで

取り込んでの提案も可能でしょうか。 

特段の限定はありません。 

１４ 特記仕様書 

Ｐ３ 

３設計業務の

内容及び範

設計業務の範囲で、建物（地上部）

や外構設計業務がありませんが、別

途業務として宜しいですか。 

本業務は、地下施設のみの基本設計

のため、建物や外構設計業務は想定

していません。 



 

囲 

１５ 特記仕様書 

Ｐ５ 

３（２）追加業

務 

災害応急対策活動に必要な施設そ

の他特別な性能、機能、設備等を有

する県公共施設の設計等における特

別な検討及び資料の作成について

構造及び設備の具体的な業務内容

について内容を開示いただけないで

しょうか。現状想定されている基準や

成果品等があれば合わせてご教示く

ださい。 

本業務により設計を行う施設は、内閣

官房より公表されている「特定臨時避

難施設の技術ガイドライン（第 2 版）」

に準拠した施設を想定しています。 

１６ 特記仕様書 

Ｐ６ 

３（3）設計に

必要な調査

業務等 

敷地測量は敷地面積 30,000 ㎡とし

て宜しいですか。 

敷地測量については、「（3）必要な調

査業務等」から削除します。ただし、当

該施設に係る現状地盤の調査は、標

準業務として見込んでいます。 

１７ 特記仕様書 

Ｐ６ 

３（3）設計に

必要な調査

業務等 

「敷地測量」につきまして、その仕様

（現況測量等）をご教示下さい。また

測量にかかる費用は追加計上と考え

て宜しいですか。 

敷地測量については、「（3）必要な調

査業務等」から削除します。ただし、当

該施設に係る現状地盤の調査は、標

準業務として見込んでいます。 

１８ 特記仕様書 

Ｐ６ 

３（3）設計に

必要な調査

業務等 

本業務の敷地測量には基準点測

量、水準測量、現地測量、用地測

量、その他の測量が含まれていると

思いますが、各測量の数量をご教示

ください。 

敷地測量については、「（3）必要な調

査業務等」から削除します。ただし、当

該施設に係る現状地盤の調査は、標

準業務として見込んでいます。 

１９ 特記仕様書 

Ｐ６ 

３（3）設計に

必要な調査

業務等 

【地盤調査 別紙】調査内容 設計費

に含まれると考えて宜しいでしょうか。

調査内容にない地盤調査の際の磁

気探査費用については追加計上と考

えてよろしいですか 

磁気探査済みの地域です。 

２０ 特記仕様書 

Ｐ６ 

３（3）設計に

【電波障害調査】については設計費

に含まれると考えでよろしいですか 

電波障害調査については、「（3）必要

な調査業務等」から削除します。 



 

必要な調査

業務等 

 


